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1. 目的・方法 

近年、妊婦にも知られるようになってきた Nuchal translucency(NT)検査（後頚部浮腫測定検査）

は、妊娠中の超音波検査の一種である。通常の超音波検査は、妊婦が「赤ちゃんに会える」検査と

して認識し、楽しみにしていることが報告されている（柘植・菅野・石黒 2009 ）が、NT検査は

通常の超音波検査とは基本的な考え方が異なり、胎児の形態異常の検出を目的としている。通常の

妊婦健診中に偶然 NTの肥厚が認められることも多い。本報告では NT検査における女性の経験に

ついて、通常の超音波検査との比較から考察する。そこでまず、通常の超音波検査を受けた女性の

意識を 2003年調査と 2013年調査とで比較して変化や違いがみられるかを検討する。さらに 2013

年調査の結果から通常の超音波検査と NT 検査に対する女性の意識や評価の比較を行い、NT 検査

が女性の妊娠経験の中にいかに意味づけられているかについて検討する。なお、回答の自由記述に

ついてはアフターコーディングして内容分析した。 

2. 結果・結論 

女性の超音波検査に対する見方は変化したか：超音波検査は回答者の大多数が受けており、受検

頻度は妊婦健診の「ほぼ毎回」が半数を超えていた。超音波検査を受けたと回答した人の 9割がそ

の理由を自由記述で記入していたが、「受けるものだと思っていた」など受検が当たり前だとする

意見が多く、「胎児の健康状態などがわかるから」など、胎児の状態を知りたいとする意見が続い

た。その他にリスクや危険性がないことに言及している人もいた。これらの理由は 2003 年調査の

結果とほぼ同様であり、この 10 年間に超音波検査の実施については日本産科婦人科学会の見解と

日本医師会のガイドラインが出されているが、その後も通常の超音波検査に対する考え方はほとん

ど変化がなかった。 

NT検査への意識は通常の超音波検査と異なるのか： NT検査の受検率は 1割未満だったことに

くわえ、受けたかどうかわからない人が半数以上と最も多かった。NT 検査を受けた人の回答から

は、通常の妊婦健診で特に尋ねられることもなく行われていることが多いことが読み取れた。NT

検査への評価は、通常の超音波検査について見られた「楽しみ」などの積極的な肯定的評価は見ら

れず、NT 検査を受けることに対して慎重な意見を含む多様な意識があった。通常の超音波検査で

は、画像の見方や安全性について医師への説明を求めるものがあった一方、NT 検査では胎児の異

常に関する医師の説明を求め、さらに検査後のフォロー体制を求める記述があった。また、NT 検

査についての情報提供の必要性や検査を受ける際の妊婦の覚悟・納得などの必要があることも書か

れていた。その他には、医師が確認した内容を妊婦に明確に伝えていないことへの不満もあった。 

さらに、NT検査でダウン症の疑いがあると指摘されたことを、「異常が発見された」とする回答

と「異常は発見されなかった」とする回答があったことも興味深い。NTの肥厚が大きい状態を「異

常形態像」などと表現することで間接的に羊水検査を勧める医療者がいる一方で、NT が厚いこと自体

は異常でないと説明する医療者もいる。妊婦にとっては 、「障害」の「不安」という認識であり、「異

常」という用語を使用しない場合がある可能性が示唆された。このように検査の場面における妊婦

と医療者の表現や認識の違いや、ソフトマーカーという概念がどのように妊婦に理解されているか

についてはさらなる検討が必要である。 
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